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こ
の
度
、
副
住
職
と
し
て
蟹
和
大
穣
上
人
を
4
月
か

ら
迎
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昨
年
の
総
代
会
で
承
認

さ
れ
、１
月
の
役
員
総
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

蟹
和
大
穣
上
人
は
み
ど
り
市
の
長
寿
院
の
次
男
で
、

こ
れ
ま
で
に
も
当
山
の
施
餓
鬼
会
や
葬
儀
、
法
事
な
ど

に
随
喜
し
て
い
ま
す
。
京
都
に
あ
る
大
本
山
の
金
戒
光

明
寺
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
浄
土
宗
の
教
義
や

儀
式
に
詳
し
い
で
す
。
ま
た
達
筆
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
法
事
や
施
餓
鬼
の
卒
塔
婆
を
書
き
ま
す
。

　

当
山
は
井
草
町
の
利
性
院
を
兼
務
し
て
お
り
ま
す
。

利
性
院
は
地
元
で
エ
ン
マ
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

寺
院
で
、
毎
年
1
月
と
8
月
の
16
日
に
閻
魔
大
祭
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
閻
魔
大
祭
に
も
蟹
和
大
穣
上

人
が
毎
年
随
喜
し
て
、
勇
壮
な
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
御

祈
願
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
経
歴
は
以
下
の
よ
う
で
す
。

1
9
8
4
年
（
昭
和
59
年
）
６
月
28
日
生
ま
れ
、
現
在
38
歳

2
0
0
3
年
（
平
成
15
年
）
３
月　

桐
生
高
校
を
卒
業

2
0
0
7
年
（
平
成
19
年
）
3
月　

東
京
水
産
大
学
（
現
、
東
京
海
洋
大
学
）
卒
業

2
0
0
9
年
（
平
成
21
年
）
３
月　

同
校
修
士
課
程
修
了

2
0
0
9
年
（
平
成
21
年
）
4
月
〜
2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）
10
月　

東
洋
冷
蔵
勤
務

2
0
1
2
年
（
平
成
24
年
）
4
月
〜
2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）
３
月　

　
　
　
　
　
　
　

京
都
に
あ
る
浄
土
宗
大
本
山
、
金
戒
光
明
寺
に
勤
務

2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）
４
月
〜
現
在　

大
圓
寺
副
住
職

住職の左側が副住職になる蟹和大穣上人

副
住
職
に
蟹
和
大
穣
上
人
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新
し
い
世
話
人

総
会
と
新
年
会
を
行
い
ま
し
た

　

過
去
３
年
の
間
に
、
4
人
の
世
話

人
が
逝
去
さ
れ
、
１
人
が
辞
退
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
新
た
に
５
人
の
世

話
人
を
選
任
し
て
、
総
会
で
了
承
さ

れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お

年
間
行
事
に
つ
い
て
の
協
力
も
依
頼

し
て
あ
り
ま
す
。

　

三
富
さ
ん
と
長
島
さ
ん
に
つ
い
て

は
既
に
寺
報
で
紹
介
し
ま
し
た
。

新しい世話人 5人の名札

現在の世話人の名札

歴代総代と現在の総代の名札

　

さ
る
１
月
15
日
（
日
）
の
６
時
か
ら
、
相
洲
楼
に
て
役
員
総
会
と

新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
世
話
人
の
井
ノ
口
欣
明
さ
ん
が
司
会
を
し
て
小
沼
洸

一
郎
総
代
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
小
沼
総
代
は
、
昨
年
の
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
当
山
の
創
建
の
い

き
さ
つ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
住
職
が
報
告
を
行
う

と
と
も
に
、
副
住
職
の
蟹
和
大
穣
上
人
と
新
た
に
世
話
人
に
な
っ
た

５
人
の
方
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
年
会
に
移
り
、
深
井
孟
総
代
の
乾
杯
の
音
頭
で
和
や
か

な
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
途

中
、
恒
例
の
ス
ピ
ー
チ
で
は

世
話
人
の
阿
部
隆
宏
さ
ん
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
学
校
を
作

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
地
雷
の

残
る
国
で
の
活
動
に
は
、
参

加
し
た
方
々
は
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
小
泉
信
秀
総
代

が
中
締
め
を
し
て
、
和
や
か

な
新
年
会
を
終
え
ま
し
た
。

総会であいさつする小沼総代

阿
部
一
文
さ
ん
（
鹿
島
町
）　

施
餓
鬼
会

河
合
幹
人
さ
ん
（
今
福
町
）　

千
灯
供
養

佐
藤
宏
行
さ
ん
（
江
川
町
）　

千
灯
供
養

長
島
偉
之
さ
ん
（
本
城
一
丁
目
）　

施
餓
鬼
会

三
富
敏
夫
さ
ん
（
西
宮
町
）　

施
餓
鬼
会
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焚
き
火
で
焼
き
芋
の
会
を
行
い
ま
し
た

澤
田
正
好
氏
の
顕
彰
碑

　

昨
年
12
月
11
日
の
日
曜
日
に
子
供
た
ち
を
集
め
て
、
焚
き
火
で
焼

き
芋
・
七
輪
で
餅
を
焼
く
会
を
境
内
で
行
い
ま
し
た
。
檀
家
の
子
ど

も
達
や
子
供
食
堂
を
利
用
す
る
子
供
た
ち
な
ど
十
数
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
た
め
３
年
ぶ
り
で
行
い
、
今
回
は
永
楽
町
の
子
ど
も
食

堂
の
人
た
ち
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
焼
き
芋
に
合
わ
せ
七

輪
を
4
台
並
べ
、
餅
を
焼
き
ま
し
た
。
七
輪
は
珍
し
い
ら
し
く
子
供

た
ち
は
喜
ん
で
自
分
で
餅
を
焼
き
、
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
事
に
つ
い
て
は
檀
家
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

相
馬
稔
さ
ん
か
ら
3
年
前
、
福

祉
ヤ
ク
ル
ト
と
し
て
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
5
万
円
を
今
回
も
利
用

し
ま
し
た
。
荒
井
誠
司
さ
ん
か
ら

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
焼
き
芋
を

作
る
鉄
の
台
も
使
い
ま
し
た
。
ま

た
宮
本
武
さ
ん
に
は
、
サ
ツ
マ
イ

モ
を
10
キ
ロ
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

寺
報
に
て
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

焚き火で焼き芋を作っています

　

当
山
に
は
足
利
盲
学
校
を
設
立
さ
れ
、
盲
人
の
教
育
に
貢
献
し
た

澤
田
正
好
氏
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
盲
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、

戦
後
に
は
幼
稚
園
と
し
て
利
用
さ
れ
、
今
も
相
生
町
に
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
に
貴
重
な
建
物
に
つ
い
て
、
文
化
財
愛
護
協

会
の
方
々
な
ど
が
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

澤
田
氏
の
功
績
に
対
し
、
建
築
家
の
羽
山
弘
一
さ
ん
が
寄
付
を
集

め
顕
彰
碑
を
作
成
し
、

澤
田
家
の
墓
地
に
設
置

し
ま
し
た
。
昨
年
の
10

月
10
日
（
月
）
に
、
澤

田
さ
ん
の
功
績
に
つ
い

て
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

羽
山
さ
ん
や
保
存
運
動

を
し
て
い
る
関
係
者
が

当
山
に
集
ま
り
法
要
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

澤
田
家
の
墓
地
に
行
き
、

卒
塔
婆
を
建
て
る
と
と

も
に
顕
彰
碑
の
開
眼
供

養
を
行
い
ま
し
た
。

澤田家の墓地に建てられた顕彰碑
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午後2時より
5月5日（金） こどもの日日 時

会 費

場 所

駐車場

鷹匠を見る会
法玄寺

こどもの日に鷹匠を見る会を行い
ます。鷹匠は平安時代から伝わる
日本の伝統の技です。伝統の衣装
を身にまとった鷹匠が鷹を自由に
飛ばす妙技をお子様たちとご覧く
ださい。

無料

法玄寺境内 TEL（0284）21-2790

足利大学本城キャンパス、さいこうふれあいセンター、市役所


